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当社工場における土壌・地下水汚染

旭硝子環境報告書2003  P19平成12年3月～平成13年4月：
当時の環境庁指針に基づき自主調査

VOCs（1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ等）による土壌・地下水

汚染が判明。

平成13年4月 県、市に報告し、

遮水壁設置・浄化の考え方を提示。

平成13年5月 市と共に記者会見。

平成13年7月～ 対策検討会発足。

以後継続的審議を重ねた。



土壌・地下水汚染浄化対策検討会
• 目的

遮水壁設置や浄化対策を行うにあたり、学識経験者や行政の意見を尊重し、

充分に技術的な議論を尽くす。

• 構成メンバー

【学識経験者】 大学教授3名
【行政】 県環境生活部、県環境研究センター、市環境部

【事業者】 当社、当社子会社、調査コンサルタント会社

• 活動

平成13年7月～平成15年3月 計16回開催
平成13年12月 「第1回中間報告」を公表（当社ホームページに掲載）

汚染機構解明調査・浄化対策（ガス吸引）方針承認、遮水壁設置検討

平成14年7月 「第2回中間報告」を公表（同上）
遮水壁設置方針承認 → 着工

平成15年3月 審議の集大成を「対策検討会報告」に取りまとめ、公表（同上）

平成15年9月～ 「報告会」と名称を改め、対策検討会メンバーに対し調査・

対策の進捗状況について定期的報告を実施。（計7回実施）


